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実習先：宮崎市障害福祉課　職種：事務補助
　

就職先：総合病院　　職種：介護助手
　

実習先：食品加工工場　職種：場内軽作業

Ｔさんは、職場実習での一生懸命な取り組み方が事業
所に評価され、念願の本採用になりました。実習で
は、コツコツと実績を積み、当初の計画より職務を増
やすことができた結果の採用でした。
実習では、洗濯物たたみ・仕分作業から開始。
これらの業務を習得した時点で衛生面の配慮や丁寧
かつ迅速さが求められる院内清掃も追加。
こうしたなかで、時間不足や清掃が不十分な箇所があ
るなどの課題が…。早速、職業指導員が現場の状況
を再確認した結果、職員方々の動きを見ながら、状況
判断して要領よく作業を進めていくことが必要と判断さ
れました。
そこで、実習の合間にセンターでの訓練をひと工夫
し、現場ではｼﾞｮﾌﾞｺｰﾁの支援も頂き、徐々に清掃作業
も一人で任せてもらえるように。
トライアル雇用を経て正式雇用となりました。
「おはようございます。お掃除に入ります。」と病室に
入室する際の挨拶が、病棟内に元気よく響きます。
Ｔさんは、「今日も元気だね！」「ありがとう」と声をかけ
てもらうことがとてもうれしいとのこと。朝7時には出勤
し、速やかに作業に取り掛かります。無遅刻・無欠勤
で、雨の日も
雨具を着て自転車通勤をしてい
ます。
病院内の掃除のスペシャリスト

として頑張れ。

　

本年も宮崎市の障害者職場実習事業に２名が応募しまし
た。日頃の面接練習のおかげ?で、面接も無事クリア。障
害福祉課で１ヶ月間、事務補助業務に従事しました。
実習開始前には、職務内容に沿った
訓練を行い具体的な取り組み方が理
解できていたため、両名ともスムー
ズに現場の作業に取組めました。
Ｍさんは、身だしなみが課題の一つ
です。実習中、チェック表を活用し
て清潔な服装を保って好印象でした。
Ｙさんは、作業の取り組みが大変丁
寧で、ミス無く正確であることに担
当の方から高評価をいただきました。
実習終了後の振り返りで、それぞれ
の課題に気づくことができたようです。
今回の職場実習は、彼らのステップアップに役立ちまし

た。ありがとうございました。

当センターは、本年度、開設後１５年目を迎
えました。また、就労移行支援事業所として
リニューアルして１年7ヶ月が経過したとこ
ろです。この間、累計就職者数は７１名にの
ぼり、就労移行支援事業としても９名の就職
を果たすことができました。これも雇用して
頂いた企業をはじめ、関係機関の皆様のご協
力の賜とあらためて感謝申し上げます。
今月は『霜月』。
文字通り霜の降りるようになる季節。少し目
線を変えれば、柑橘類が色づきはじめたり、

掛干しの美味しいお米が食卓に上ったりと、
実りを実感できる季節です。何かしら日常生
活の中でも成果を予感する。そんな季節では
ないでしょうか。
当センターでは、現在、１３名の方々が就職
に向けて一生懸命訓練に励んでいます。スキ
ルアップと課題解決に取り組んできた成果が
様々な場面で見られます。私達は、その成果
が職場の一員として一日も早く発揮できるこ
とを願って支援をしてまいります。
今後ともよろしくお願いいたします。

市役所での職場実習頑張りました
　　　　～企業での就職を目指して～

就職しました
　　　　～一生懸命な姿勢が好印象～

職場実習頑張っています

Ｈさんの実習期間も後半になっています。
職場では、真面目に黙々と取り組む態度
に高い評価を受けています。
挨拶や返事もしっかりできているようで
す。現在、作業のスピードアップに向け
て更に頑張っています。
フレー！フレー！Ｈさん
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　７月～９月のフリートーキングの時間を利
用し、履歴書の書き方から模擬面接までの
訓練を行いました。
　まずは、キャリアシートの記入です。各人
のキャリアの振り返りを行いました。　自分の
セールスポイントを見つけることは大変難し
く、意外に自分のことが整理できていないこ
とが判りました。
　次に、履歴書の作成。貼付する写真の大
切さから一文字一文字心をこめて書くこと、
面接までこぎつけるかどうかの重要な書類
であることを確認しました。
　所持者全員スーツを着用し、利用者同士で
身だしなみ確認の後、指導員からネクタイの
結び方からサイズが適正かまでチェック。
　日ごろの作業に適したカジュアルウェアと
は違い社会人であることの自覚を改めて痛
感できました。
　た。

いよいよ、面接訓練。本番さながらの模擬面
接では、採用経験豊富な指導員が面接官役
となり、入退室の動作から自己ＰＲの模擬面
接を行いました。スーツ着用で行なうことによ
り緊張感もアップ！
　一挙手一投足、一言一句までチェックされ厳
しいダメ出しがあり、本番に臨むにはまだまだ
備えが足りないことが分かりました。
　練習を重ねることで、これからの就職活動に
必ず役立たせてくれることでしょう。

　履歴書も面接も採用してもらうためのとても
重要なプレゼンテーション！
　訓練生には貴重な訓練となりました。
　

　センターでは、面接練習も行ないます。就職へと繋がる大事な面接です。実際の面接で、日々の訓
練結果を発揮できるよう面接練習の前には、ビジネスマナーの確認や履歴書作成にも取組みます。今
回は、そんな”就職実践訓練”の様子をご紹介します。

今年も研修室の床に４メートル四方の青いテー
プが貼られた。競技会場に見立てての練習開始
である。選手３名を訓練生の中から人選。上位
入賞を目指して選抜された者たちだが中々覚え
てくれない。何度も間違う。手順
を大声で５回復唱させてやらせる。 でも次の日
には失念していた。昨年のデモのビデオを観賞
させたら眠っていた。
  ようやく慣れてきた頃、指示受けの時間もギリ
ギリ、練習開始時間に間に合わない。担当指導
員は「やる気がないならもうイイ！」と一喝したこ
とも。手順は何とか覚えてくれたが、規定時間を
なかなかクリアできない。いつも時間オーバー。
所長はじめ他職員から「今年は金メダル！？」と
励ましの言葉も重たくのしかかる。
　

　競技会当日、選手２人の保護者が応援に来て
いた。競技会場に誘導するが、 「顔が見え
ると緊張するので・・・」と外から不安そうに競技
の一挙手一投足の動きを追っていた。いつも時
間オーバーのＹさんが２種目とも規定時間内に
収めて競技終了。いつも手順を間違え何度も注
意の大声を上げさせたＭさんも一度の手順ミス
もなく競技を終えた。 唯一、期待
の星だったＮさんも好調。

ひょっとしたら・・・と思いに駆られる。
　　成績発表。Ｎさん銀賞、Ｙさん銅賞だった。
３名の入賞者に２名が入る。惜しくも金賞を逃し
Ｎさんくやし涙。
Ｙさんは意外な表情で
目をシロクロ。
入賞を逃したＭさんも
やり遂げた達成感に
いつになく饒舌。

でも一番安堵したのは
担当指導員だった。

銀　賞　：　Ｎさん
銅　賞　：　Ｙさん
努力賞 ：  Ｍさん
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当センターでは、職業準備訓練の様子
を直に見て頂くとともに、 当センター
の就労移行支援への取り組み内容をお
知らせすることを目的として、随時、
センター説明会を行なっています。

説明会では、意見交換の他に終了時に
簡単なアンケートにご協力をお願いし
ています。毎回、たくさんの感想を頂
戴しており、貴重な意見は、業務の改
善に役立たせています。
今回、感想欄の一部をご紹介します。
(アンケートは、説明会参加者のうち
１０９名からご回答の集計です）

　本人・保護者　　　　６４名
　先　生　方　　　　　　８５名
　そ　の　他　　　　　　１０名

　　合計　　　 　　１５９名

意見交換では、
貴重な意見をいただい
ています

作業室の様子も
見学してもらいます

説明会参加者の内訳

日常生活の課題
解決に関すること

52%

訓練カリキュラム
に関すること
25%

センターについて
21%

その他
2%

感想を分析すると…

アンケート感想欄の内容をセンターにて分類

具体的には、先生方や保護者の皆様が日常
子どもたち接する中で感じることと、職業
準備訓練の中で見出される解決課題との共
感が多いようでした。
例えば、小等部の先生から、
「ＡＤＬを含め社会的スキルを日常生活の
中で指導する必要があるように感じた」
保護者の方からも
「生活習慣を身につけさせることが必要」
という内容のご意見が多いようでした。

“日常生活の課題解決に関すること”
について

実際の訓練現場を見て頂いた感想が多いよ
うです。
「就労を目指した実践的なカリキュラム」
「（訓練生）自らが挨拶や態度に気をつけ
ているので感心した」
という意見もあり、訓練生の様子もよく見
られており、そこでの良い評価は、訓練生
にフィードバックすることができました。

“訓練カリキュラムに関すること”
について

「改めて就労を目指した支援・指導の充実
が必要だということが理解できた」
「対象地域が県全体になってよかった」
といった意見のある一方で
「もう少し交通の便がよければ…」
といった感想も頂きました。

センターについて

全体の半数以上を占めていた
のが、日常生活場面での様々
な課題についてでした。
次が、訓練カリキュラムやセ
ンターについてのご意見でし
た。
では、簡単にその内容を解説
しましょう。

説明会の様子

職業準備訓練段階で見出される解決課題は、
幼少・学齢期からのものもあり、その時点
での指導等もよく把握したうえで支援計画
を立てる必要性を感じました。
また、同訓練に対する期待も多く寄せられ
ていることから、カリキュラムの更なる充
実が必要と判断しました。
今後もセンター説明会を続けていきますの
で、ぜひ参加下さい。
今後は、事業所（企業）の方への説明会も
企画していく予定です。よろしくお願いし
ます。

センター説明会を振返って
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tubuyaki…

手話勉強会のお手伝い

接客業のため英語や韓国語、中国語を話せる従業員はいますが、手話で話ができる従
業員はいないですね…。
Ｎさんの実習先での担当者のひとこと。（Ｎさんは、宮崎のリゾートホテルにて実習中）
早速、Ｎさんを囲んで手話勉強会がありました。1日目は「あいさつ」の単語からはじまり、
「いらっしゃいませ」「少々お待ちください」など30単語程繰練習し２日目にはＮさんがお
客様役になり覚えた単語を会話文に変えて練習をしました。接客に必要な言葉を教えて
いるＮさんを見て、手話で接客している姿が見えたような気がしました。頑張れ！Ｎさん。

体験生の感想
　一部ご紹介させていただきます

宮崎雇用支援センターの皆様へ
　　　Ｋ支援学校　高等部３年　Ｔさん

～今回は２回目の実習で前回と同じ作
業内容ではない作業が体験できてよ
かったです。今回も指導員の方が一つ
一つチェックや声かけをして下さったの
で勉強になりました。２回目の実習でで
きるようになったことは作業に慣れて
時間を意識できたことです。できなかっ
たことは報告やあいさつの声です。今
回は2回目だったので、施設ですること
にも少しずつなれたのでよかったです。
2学期の実習でもお世話になると思う
のでその時はまた指導をお願いします
～

マラソン
先日、第２４回綾・照葉樹林マラソンに参加した。
当日はあいにくの雨模様。大会キャッチフレーズの“さわやか
森林浴”をうらめしく思うほどの激しい雨の中、初ハーフマラ
ソンを２時間1分で完走することができた。
約１年前、ひょんなことから始めたジョギング。やるからには
目標を持とうと一週間近く考え、就労移行支援事業にあやかり
支援期間の２年間と同じ“２年後にはフルマラソン完走”を目
標とした。図らずも約1年後にハーフマラソンを完走できたの
で、計画評価としては、『ほぼ達成』レベルと自負している。
マラソンはペースの競技と言われている。ランナーは、競技
中、要所要所で腕時計の時間をチェックしながら走っている。
マラソンが他者との競争というよりは、むしろ自分自身との戦
いであると言われる所以だと思う。私は、競技中、“すごい！
もう何キロ走ることができた”とつぶやく。残りの距離を考え
ない。なぜかというと、必ずゴールはやって来るはずなのに、
残りの距離を算段した途端に脚が重くなるような気がするから
である。私自身との戦い方かもしれない。
近年のマラソンブームは、“適切なトレーニング⇒走ることが
楽しい”を実証して、従来の“ランニング⇒つらい⇒罰”とい
うマイナーなイメージを払拭した結果だと感じる。月並みでは
あるが、職業準備訓練も同様だと思う。“訓練⇒厳しい”は誤
解で、本人の特性をアセスメントしながら、少しでも就職に近
づけるよう具体的な課題解決方法を示して支援（トレーニン
グ）をしているのである。言い換えれば、自分自身と向き合う
期間のお手伝いをしているのだが、どうも繰り返しを伴うので
厳しいと勘違いされやすく、それが敬遠される一つの理由に
なっているのかもしれない。
現在、当センターでは、かなりたくさんの支援メニューを揃
え、経験豊富な職業指導員が連携して訓練にあたっている。作
業室内だけの訓練だけでなく、実践的な訓練も豊富である。マ
ラソン同様、ゴール（就職・職場定着）したときの至極の喜び
を味わう、その第一歩を踏み出すために、ぜひ、見学・体験し
てもらいたいと切に思う。

見学・体験のご案内

センターでの訓練の様子や、サービス利用ま
での流れを説明・体験いただけます。
興味のある方は、お気軽にご連絡下さい。
　　　電　　話　０９８５－２２－９１２１
　　　受付時間　午前９時～午後４時

　　　担　　当　　田中

スイミング

今年度から利用中のＫさん。積極的に様々なスポーツや大会に参加されています。
今回、大阪で開催されるスペシャルオリンピックスにも参加されました。
現在も、通所とスイミングやボーリングを両立されているＫさん。
日頃の成果を十分に発揮できたとのこと！

訓練生、頑張っています

マラソン大会エントリーに向けて

参加希望を募って、来春県内で開催されるマラソン大会にエントリーをしようかと思案中です。
掲示板の案内に訓練生は興味深々。
参加予定のＨさんは、５月から（！）から自宅でウォーキングやサーキットトレーニングに励んでいます。
職員も参加すべく急いで準備をはじめなければ！

原付免許

原付免許取得も目標に掲げているＹさん。センターでも自宅でも毎日コツコツ頑張っています。
クリスマスの日の受験に向けて頑張れ！

夏休み中に電車を利用して体験通所さ
れました。タオルおりたたみ、計量作業
等に挑戦され、丁寧な作業が印象的で
した。現在、再度体験中です。作業や雰
囲気にも随分と慣れたようで、毎日頑
張っていらっしゃいます。
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